
  
 

 

 

2025年 7月18日 

―報道関係者問い合わせ先― 

武蔵大学 広報部 担当:増田・五月女（ますだ・そうとめ） 

TEL:03-5984-3813 E-mail:pubg-r@sec.musashi.ac.jp 

 

武蔵大学に学びの食空間「Musashi Dining」が誕生 

―建築家・隈研吾氏が設計、上野精養軒が運営を担当― 
武蔵大学（東京都練馬区／学長 髙橋徳行）は、リベラルアーツ＆サイエンス教育のさらなる充実を目指し、学内

施設の整備を進めています。その一環として、2 号館のリニューアルを実施し、新たな学生食堂「Musashi Dining

（武蔵ダイニング）」が完成しました。 

今回のリニューアルでは、「リベラルアーツを醸成する知と空間、食のコラボレーション」をコンセプトに掲げ、日本を代表

する建築家・隈研吾氏（隈研吾建築都市設計事務所）に設計監理を依頼。食堂の運営は、1872 年創業の老

舗レストラン・上野精養軒が担当します。「Musashi Dining」は、2025 年 9 月よりオープンいたします。 

また、2 号館の竣工式を 7 月 18 日（金）に執り行い、隈研吾氏と、本学卒業生である石山蓮華氏による竣工

記念トークイベントも同日に開催しました。 

 

▎学生食堂設計者および運営者よりメッセージ 

隈研吾氏（隈研吾建築都市設計事務所） 

武蔵大学の新 2 号館は、1・2 階が吹抜けの「Musashi Dining」、2 階の「カフェテリ

ア武蔵」、屋外の「こもれびテラス」が一体的に繋がっている、開放感と賑わいに溢れる食

堂です。大庇や内装の仕上げ、造作カウンターには、ベイマツ、シナ合板、スギ集成材、

木目調メラミンといった多様な素材を、⽤途や機能によって使い分けながら、ふんだんに使

⽤することで、どこにいても木を感じることができる、森のような温かみのある空間となってい

ます。 

また、ダイニングの天井と壁をシームレスに投影可能な映像⾳響設備や、ディスプレイ棚を整備しており、これらの要素が 

1 つの空間の中で絡み合い、化学反応を起こすことで、「食」にとどまらない、多様な体験と学びを提供できる場所とな

ることを期待しています。 

 

定方郷氏（上野精養軒 代表取締役社長） 

今回の学生食堂運営受託は、伝統を守りつつ、“未来の顧客に向けたチャレンジ”と位置づけています。 

「食のリベラルアーツ＆サイエンスを実現する学生食堂」実現のために食が醸成する文化を体験できる施設とすべく全力

で取り組みます。伝統と先進性に配慮した空間では、美味しい食事を提供することは勿論、食器やカトラリーも空間と

の調和も意識し、石川県の陶磁器メーカーの NIKKO、燕三条の老舗カトラリーメーカー、小林工業のご協力を得て、

日本のモノづくり文化の素晴らしさを体験できる施設といたします。 

弊社も新入生の気持ちで、「学生食堂を学びの場」としてとらえ、利⽤者の声に耳を傾けながら改善を重ねながら、

日々進化してまいります。 
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―報道関係者問い合わせ先― 

武蔵大学 広報室 担当:増田・五月女（ますだ・そうとめ） 

TEL:03-5984-3813 E-mail:pubg-r@sec.musashi.ac.jp 

 

▎施設概要 

・建設場所  江古田キャンパス内 

・建築面積  建築面積 1132.13 ㎡、 

         延床面積 4440.59 ㎡ 

・構造     鉄筋コンクリート造 

・建物概要  地上 5 階 

・施設内容  1 階 Musashi Dining(284 席)、 

こもれびテラス(48 席) 

2 階 カフェテリア武蔵(191 席) 

3 階 事務室 

4、5 階 教室 ほか 

 

 

 

左から池田康夫 副理事、根津后方子 氏、 

隈研吾 氏、上野精養軒 富田高彦 総料理長、 

石山蓮華 氏、髙橋徳行 学長 

■武蔵大学 日本で初めてリベラルアーツ教育を行った旧制高等学校がルーツ 

〔アクセス：西武池袋線「江古田駅」から徒歩６分〕  

武蔵大学のルーツは、東武鉄道や東京地下鉄道（現東京メトロ）など多くの鉄道事業に携わり「鉄道王」と呼ばれた根津

嘉一郎（初代、1860～1940）が、1922（大正 11）年に私財を投じて創立した日本初の私立七年制の旧制武蔵高

等学校。戦後の学制改革により、1948（昭和 23）年４月に新制武蔵高等学校、翌年に新制武蔵大学、新制武蔵中

学校が開設され、学校法人根津育英会武蔵学園として現在に至る。一年次から 4 年間のゼミナール（小規模で対話型の

授業を含む）が必修で「ゼミの武蔵」といわれる。 

2012年には、外国語や異文化を楽しみながら学ぶことのできる国際村Musashi Communication Village (通称MCV) 

を開設、キャンパス内留学の拠点とした。 

2020年3月には、ロンドン大学と武蔵大学とのパラレル・ディグリー・プログラムにおいて初のロンドン大学学位取得者を輩出、

グローバル教育の更なる発展に力を注いでいる。 

2022 年 4 月、学園創立 100 周年を迎えたこの年に、新学部となる国際教養学部を開設し、経済、人文、社会、国際教

養の 4 学部 9 学科となった。 

2027 年 4 月には、データサイエンス系の新専攻として「情報社会デザイン専攻」と「ビジネスデータサイエンス専攻」の設置を予

定している。 

 

建学の三理想 

1. 東西文化融合のわが民族理想を遂行し得べき人物 

2. 世界に雄飛するにたえる人物 

3. 自ら調べ自ら考える力ある人物 

 

学長 髙橋 徳行  〒176-8534 東京都練馬区豊玉上 1-26-1 
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